
施策マネジメントシート　（令和 6 年度目標達成度評価）

施策主管課 健康福祉課 施策関係課名 高齢障がい支援課、国保年金課

１　施策の目的（①対象③意図）と指標（②対象指標④成果指標）等の推移

第2次

総合計画

体系

政策

No.
4 政策名 みんなが健やかで 生きがいを感じるまち

施策

No.
1 施策名 健康づくりと保健・医療の充実

①対象
　（この施策は、誰、何を対象としているのか）

③意図
　（この施策によって対象をどう変えるのか）

市民
・健康に関心を持って、継続して健康づくりに取り組む

・健康な生活を送ることができる

④成果指標
　（意図の達成度を表す指標）

単位 数値区分 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 成果指標の達成状況及び要因

1
健康に関心を持って、継続して健康

づくりに取り組んでいる市民の割合
％

目標値 78.0 79.0 80.0 80.0
実績値 76.4 77.8 79.6 0.0
達成率 97.9% 98.5% 99.5% 0.0%

2
健康な生活を送れていると

思う市民の割合
％

目標値 77.5 78.0 78.5 79.0
実績値 74.6 78.2 75.9 0.0

達成率 96.3% 100.3% 96.7% 0.0%

495,000 500,000

実績値 505,360 525,145 535,817 03
1人当たりの医療費（国

保）
円

目標値 485,000 490,000

達成率 96.0% 93.3% 92.4%

4 特定健診受診率（国保） ％

目標値 44.0 45.0 46.0 47.0

実績値 38.3 39.4 38.4 0.0

達成率 87.0% 87.6% 83.5% 0.0%

２　施策（基本事業）の振り返り

基本事業 （施策の目標達成に向けて、どのように取り組んだか。）

適切な健康づくりの推進

・おぎ健康プラン（健康プラン・食育推進計画・自殺対策計画を一体化）を策定した。

・健康都市宣言事業として、健康づくり体操・あーも体操（全10回実施、延べ994人参加）を実施した。また、ラジオ体操会

（全６回実施、延べ883人参加）を実施し、ラジオ体操の普及と健康づくりのための“歩く”を啓発した。

・老人クラブにおける健康教室（ポピュレーションアプローチ）を実施した。（全28回実施、延べ310人参加）

実績値5

目標値

達成率

1）概ね達成。実績値は前年度から1.8ポイント

増加した。最終目標80％到達わずかというとこ

ろで推移できている。

2）実績値は前年度から2.3ポイント減少した

が、概ね達成している。前年度に比べ、25歳～

64歳の稼働年齢層で「健康な生活を送れてい

ない」と回答した割合が増えている。

3）未達成。実績値は535,817円となり、前年

度比10,672円増となった。国保被保険者の高

齢化により、右肩上がりで推移している。

4）未達成。実績値において前年度比1％減。コ

ロナ禍による受診控えから回復傾向にあったが、

コロナ禍前の水準までには戻っていない状況が

続いている。

３　施策の課題　（基本計画で掲げた施策の「現況と課題」、成果指標の達成状況を踏まえて、次年度以降に向けた施策の課題）

４　今後の取り組み　（課題解決に向けた今後の取り組みの方向性・内容等）

小城市　　

疾病予防対策の推進

・感染症の予防対策として、予防接種の実施及び接種勧奨を行った。また、令和６年度からは、新型コロナウイルスワクチンが

定期接種となった。（1,598回実施）

・佐賀県特定健診実施率向上対策事業に参加した。医療機関へヒアリングを実施し、受診率向上のため対策を行った。

・国保特定健診受診者に対し、血管年齢測定を実施した。（651人）

・乳がん検診が県内広域化となり、実施医療機関が拡大し受診しやすい環境になった。（２医療機関→19医療機関）

医療体制の整備と国民皆

保険の維持

・地域医療の充実を図るため、多久小城医療組合の運営及び新公立病院の建設に必要な経費として、多久小城医療組合に

対し、負担金を支出した。

・国民健康保険及び後期高齢者医療制度の適正な事業運営を行った。

・「おぎARK宣言」によるウォーキングや体操などの普及を推進するうえで、イベントなどの単発的な取組だけでなく、日常的に健康づくりに行うことができる

仕組みづくり、場所の提供が必要である。

・高齢化社会や生活習慣病の増加等の要因により、国民健康保険の被保険者一人当たりの医療費は右肩上がりに上昇している一方で、特定健診の受診率

は伸び悩んでいる。長期的な医療費抑制を図るため、特定健診の受診率の向上に向けた取組が必要不可欠である。

・地域住民の健康を支えるべく、医療・保健・福祉が連携し、地域の特性や住民の生活環境、人口構成、医療ニーズに応じて、効率的かつ包括的な医療サー

ビスを提供するための地域医療体制の維持・向上が求められる。

・令和5年度に完成したブラックモンブランフットボールセンターにおいては、健康づくりの場の拠点として小城市健康スポーツセンター「アイル」と一体的に

維持管理を行っていく。

・特定健診及び後期高齢者健診の未受診者への受診勧奨を行い、生活習慣病の発症や重症化を予防することで、医療費の抑制に繋げる。

・地域医療の充実にむけて、小城市民病院と多久市立病院を統合し、公立佐賀中央病院の整備を進めていく。（令和７年７月開院予定）

－公表シート －


